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協議事項を進める高木会長

二
月
二
十
二
日
（本
）
十
四
時
よ

リ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に

於
い
て
、
三
百
名
近
い
役
員
が
出

席
し
て
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
木
繁
雄
富
山
市
神
社
総
代
会

会
長
よ
り

「貴
殿
夙
に
敬
神
の
念

篤
く
永
年
に
亘
り
産
土
社
の
責
任

役
員
又
は
総
代
と
し
て
神
社
の
維

持
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
は
多

大
で
あ
り
ま
す
。
例
て
富
山
市
神

社
総
代
会
に
於
い
て
之
が
功
績
を

顕
彰
し
ま
す
。
」
と
二
十
三
名
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

発行者
鵜坂神社官司

山内 伸

編集者
蒲田 政彦

鵜
坂
神
社
か
ら
岡
村
修
行
氏
、

野
尻
博
氏
、
舟
埼
忠

一
氏
、
蒲
田

政
彦
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
神
社
庁
か
ら
の
来
賓
祝

辞
の
後
、
事
業
報
告
・決
算
報
告

。

役
員
選
出
及
び
来
年
度
の
事
業
方

針
案

。
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
意
見
発
表
の
後
、
報
告
事
項

と
し
て
、
昨
年
よ
り
神
宮
大
麻
頒

布
総
体
数
が
富
山
県
で
１
３
６
体

増
え
、
富
山
支
部
で
は
２
８
７
体

増
え
ま
し
た
。
今
年
も
富
山
県
が

全
国

一
の
頒
布
率
で
す
。

最
後
に
各
神
社
で
の
実
践
目
標

を
誓
い
合
い
、
和
や
か
に
直
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
席
上
で
朝
の
山

に
対
す
る
相
撲
甚
句
が
披
露
さ

れ
、
拍
手
喝
采
の
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

良
く
晴
れ
た
、
清
々
し
い
昭
和

の
日
、
獅
子
舞
い
や
子
供
神
輿
を

繰
り
出
し
て
、
春
祭
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
分
田
、
鵜
坂
、
羽
根
新
、

上
田
島
、
西
本
郷
の
子
供
神
輿
か

ら
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
獅
子
舞
は
、
上
轡
田
、

田
島
が
奉
納
し
ま
し
た
。

子供神輿獅子舞い

中       大   三 一  議  わ 十 感 30

蔵
祭

箪 羹 貯
祭

一
議 事 岡 れ
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三 二  行 賛 た

亘夏 亘曇音奈最旦   喜牽 え套
°
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祭 日     告   ｀ 行
Vく

員

建
国
祭
　
一
一月
十

一
日

顕
彰
祭

・
慰
霊
祭
六
月
十
六
日

明
治
祭
　
十

一
月
二
日

天
皇
祭
　
十
二
月
二
十
三
日

小
祭毎

月
二
十
二
日
　
月
次
祭

大
祓
　
　
エハ
月
二
十
日

十
二
月
二
十
日

除
夜
祭
　
十
二
月
二
十

一
日

日
拝
　
毎
日
朝
夕

三

・平
成
二
十
年
度
社
寺
役
員

選
任

四

・平
成
二
十
年
度
予
算
審
議

五

・境
内
清
掃
区
分
図

各
自
治
会
の
境
内
清
掃
は
、
奉

仕
す
る
区
割
り
の
地
図
を
掃
除
道

具
が
入
れ
て
あ
る
納
屋
の
前
に
貼

り
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
自
治
会
長
に
例
祭
案

内
す
る
用
紙
に
、
ス
ー
ツ
を
着
て

下
さ
い
、
と
か
、
普
段
着
で
参
加

下
さ
い
、
と
明
記
す
る
こ
と
も
決

ま
り
ま
し
た
。

上
記
の
議
事
が
す
べ
て
承
認
さ

れ
、
直
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参加された皆さん


